
―企業との連携で NPO活動を推進するには― 

～寄附付き商品の作り方を学ぶ～ 

社会的課題に取り組むＮＰＯの活動には、地域にあるたくさんの資源を活用しながら、活動を

推進させていくことが必要です。住民の皆さんへの理解、行政との関係性、助成金などのお金

などたくさんの資源がありますが、地元の企業さんとｗｉｎ―ｗｉｎで活動を広げていく方法の一

つに NPO と企業の協働による寄附付き商品を作っていく手法があります。 

今回は市民参画先進地である高知から、多数の寄附付き商品のモデルを生み出した東森さ

んをお招きし、皆さんの活動の中から寄附付き商品を生み出すポイントを学んでいきます。県

外の事例をもとに、一緒に体験しましょう。 

 

■ 日 時 

  平成26年9月11日（木） 15：00～17：00（開場 14：30） 

 

■ 場 所 

  紫波町情報交流館 大スタジオ（オガール紫波内） 

（岩手県紫波郡紫波町紫波中央駅前2-3-3） 

 

■ 対 象 

  県内でＮＰＯ活動に取り組む皆様。県内企業でＮＰＯと活動されたい皆様。 

このような活動を推進されたい行政の皆様 

 

■ 内 容 

１．講義（30分） 

  ⇒ 企業との連携するメリットや事例、寄附付き商品とは何かを学びます。 

 ２．企画立案（40分） 

  ⇒ 実際に自分たちの活動に置き換えて、寄附付き商品の企画にチャレンジします。 

3．発表・質疑（30分） 

  ⇒ それぞれの企画を共有し、振り返りを行います。 

 

■ 講 師 

東森 歩 氏 （ファン度レイジング・マーケティング代表/特定非営利活動法人NPO高知市民会議理事長） 

1972 年高知市生まれ。95 年高知県内スーパーマーケット入社。店舗経営や労務管理、CSR（企業の社会的

責任）を担当する。2013 年 1 月、40 歳を機に「ファン度レイジング・マーケティング」を起業。現在、同代表を

務めながら、企業の組織活性化や社会貢献事業の導入、スーパーマーケットの食育支援を専門としたコン

サルティングを全国各地で行う。認定 NPO 法人 NPO 高知市民会議の理事長として地域社会を盛り上げる

仕掛け人でもある。 

 

■ 定 員 

  20名（先着順） 

 

■ 主 催 

特定非営利活動法人いわて連携復興センター 

 

 

 

【お問い合わせ】 

特定非営利活動法人いわて連携復興センター（担当：葛巻） 

TEL：0197-72-6200／FAX：0197-72-6201／E-mail：kuzumaki@ifc.jp 



（別 紙） 

―企業との連携で NPO活動を推進するには― 

～寄附付き商品の作り方を学ぶ～ 

参 加 申 込 書 
 

お名前① 

（フリガナ） 

 

お名前② 

（フリガナ） 

 

お名前③ 

（フリガナ） 

 

ご所属 

（企業・団体等） 
 

ご連絡先 

TEL    (   )      FAX    (   ) 

E-mail      @ 

講師への質問、 

疑問点等 

自由にご記入下さ

い 

 

 
 

こちらをご記入いただき0197-72-6201までＦＡＸいただくか、 
上記必要事項をご記入のうえ matsuda@ifc.jp までご連絡ください。 

 

 

※ ご記入いただいた個人情報は、特定非営利活動法人いわて連携復興センターにおいて

適切に管理し、本事業以外では一切使用いたしません。 

 

mailto:matsuda@ifc.jp

